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広報ぬまた 令和元年９月１日

ドイツはゴミの分別によるリサイ

クルを推進している国として知られ

ています。

ごみ回収箱が住宅やマンションな

どの前に置かれ、回収費用は古紙や

生ごみなどは無料、生ごみ以外の燃

えないごみが有料です。プラスチッ

クのリサイクル料は製造会社が負担

するので、企業は商品の包装を減ら

すように努力しています。

再利用可能な瓶やペットボトル、

缶は、店に返却すると容器代が戻る

｢プファント｣のマークがあります。

ゴミの分別は時間がかかりますが、

環境のために大切です。皆さん、一

緒に頑張りましょう。

いいね！ドイツ
リサイクル

クリスティーネ・バウアー

vol. 12

ドイツ人国際交流員ティーネの

国際交流のお手伝いをします。
お気軽にお問い合わせください。
問い合わせ 企画課政策調整係

☎内線４０３３へ

(上)住宅の前のご
み回収箱
(下)プファント回
収機

とき 10月14日(月)午前９時30分

ところ 中央公民館３階調理実習室

内容 クランブルたっぷりのチェリー

天板ケーキ

定員 16人(先着順)

費用 500円

申し込み 所定の用紙に記入の上、費

用を添えて、企画課政策調整係へ

問い合わせ 企画課政策調整係☎内線

４０３１へ

シロップ漬けの甘酸っぱいチェリー

をふんだんに使い、しっとり生地とサ

クサクした表面のクッキーの食感が楽

しい南ドイツの家庭料理です。

とき ９月20日(金)午後

２時〜４時

ところ テラス沼田６階コミ

ュニティテラス音楽スタジ

オ

※南エレベーターをご利用く

ださい

講師 鈴木みつ江さん(鈴友

会代表)

対象 市民

定員 10人(先着順)

費用 無料

申し込み ９月17日(火)まで

に電話、またはファクスで

市民活動センターホットス

テーション｢ぬまたん家｣へ

その他 三味線は用意します。

お持ちの人は持参してくだ

さい

問い合わせ 市民活動センタ

ーホットステーション｢ぬ

またん家｣☎◯22 ８４４４、

ファクス◯25 ３０２８へ

築年数が古いので、まずは耐震診断を

してもらうことに。結果、工事を勧めら

れ、市の助成も受けられるので利用しま

した。その後、リフォームしましたが、

基礎がしっかりしているので安心。快適

に暮らしています。

対象住宅 昭和56年５月31日以前着工の一戸建て住宅

で、在来軸組工法の２階建て以下など

対象 市税滞納がなく、住宅を所有し居住している人

募集戸数 ４戸

費用 無料(耐震診断者の交通費1,000円は負担)

対象住宅 個人が所有し居住(予定含む)している制度１の

住宅で、倒壊の可能性を診断された

対象 世帯全員の市税滞納がなく、前年所得が600万円を

超える人と暴力団員がいない

募集個数 １戸

補助額 工事費の３分の１(最大100万円)

申込期限 11月29日(金)

地震はいつ、どこで起こるか分かりません。住宅の耐震性を高め、いざというときに備えるために、まず
は無料の耐震診断をおすすめします。

市民活動センター　｢ちょこっと体験教室｣第２弾

三味線に触れてみませんか。太鼓や唄も体験できます。
迫力の演奏も間近でどうぞ。

津軽三味線の響き
〜三味線の音を楽しむ〜

鈴木みつ江さん
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市の助成を利用して耐震工事をした皆さんに聞きました

林勝次・八重子さん(鍛冶町)

耐震工事が必要な箇所が見つかり、地

震に備えて安心できればと、自宅１階を

思い切って改修。工事中も大工さんや関

係者からアドバイスを受けたり親切にさ

れたりして、気持ちよく進められまし

た。助成も助かりました。

松嶌東一・米子さん(西原新町)

制度１ 木  造  住  宅  耐  震  診  断

対象シェルター 防災ベッドなど群馬県知事が認めたもの

対象住宅 制度２の住宅と同じ

対象 次のいずれかに該当

①申請年度末日付けで居住者全員が65歳以上

②身体障害者手帳、精神障害者保健福祉手帳、または群

馬県知事発行の療育手帳所持者が同居

対象 制度２と同じ

募集個数 １戸

補助額 設置費の２分の１(最大30万円)

申込期限 11月29日(金)

※制度２・３は着工前に申請が必要

申し込み・問い合わせ 建築住宅課建築指導係☎内線４

１１１へ

制度３ 耐震シェルター設置工事費助成

制度２ 木造住宅耐震改修工事費助成


